
総 合 10 9 -9 -12 -17 -18

製 造 業 14 16 -9 -11 -28 -25

卸 売 業 -3 10 -16 -32 -38 -38

小 売 業 -11 -15 -34 -42 -28 -30

サ ー ビ ス 業 -4 -1 -20 -18 -35 -17

建 設 業 31 22 11 10 19 4

不 動 産 業 36 30 21 17 7 -7
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１．景況 ～業況は予想を上回る下げ幅となりました～ 

今期の全業種総合業況ＤＩは、前期に比べ 1.9 ポイント改善の▲10.0 と予想していたが、7.3 ポイント低下の 

▲17.3 となり、前期比 5.4 ポイントの低下となった。業種別の業況判断 DI は、製造業、卸売業、不動産業、サー 

ビス業の 4 業種で低下した一方、小売業、建設業など 2 業種では上昇となった。売上額ＤＩは、前期比 9.0 ポイン 

ト低下の▲11.7、収益ＤＩは、前期比 17.2 ポイント低下の▲23.3 となった。人手過不足判断 DI は、前期比 2.2 ポ 

イント低下のマイナス 25.0（マイナスは人手「不足」超）となり, 人手不足感は依然として厳しい状況が続いている。 

 ２．３か月後の見通し ～業況はほぼ横ばいの見通し～ 

   来期の業況判断 DI は▲18.0、直近 3 か月実績（▲17.3）比 0.7 ポイントの低下とほぼ横ばいの見通しとなった。 

  年内の見通しは消費税増税直後の結果が反映される事となり、プレミアム商品券の発行、キャッシュレス決済に 

  伴うポイント還元など消費落ち込みを抑制する政策、台風被害による北陸新幹線一部不通などの経済損失が 

  消費需要期である年末商戦にどの様に影響があるか注視する必要がある。 

                                 ※ 全国・北陸のデータは、信金中央金庫の「全国中小企業景気動向調査」を参照しています。 

 
 
」 

中小企業景気動向調査結果 
（2019年7月～9月期実績と2019年12月期の見通し）

調査日 

調査方法 

有効回答率 

分析方法 

概  況   ７～９月期業況は、予想を上回る下げ幅となりました 

金庫取引先332社（製造業 85社、卸売業 32社、小売業 55社
サービス業 61社、建設業 66社、不動産業 33社） 

（ＤＩ）：ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ index 「良い」とみる割合から「悪い」とみる割合を引いたもの。 

第 1 回

発行日 2019.10.21

調査対象 

金庫職員による面接聴き取り調査

「良い」（上昇） および 「やや良い」（やや上昇） の割合  －  「悪い」（低下） および 「やや悪い」（やや低下） の割合。 

2019年8月中旬 

80.1％ 

北陸信用金庫・鶴来信用金庫  



前回 今回 次回

2018年 2019年 見通し

12月 3月 6月 9月 12月

業 況 判 断 16.0 ▲ 9.0 ▲ 10.8 ▲ 27.9 ▲ 25.0 ↘

売 上 額 23.4 ▲ 18.0 ▲ 1.5 ▲ 20.6 ▲ 16.4 ↘

収 益 12.8 ▲ 14.6 ▲ 7.5 ▲ 39.7 ▲ 20.9 ↘

販 売 価 格 5.4 1.1 ▲ 1.5 0.0 0.0 ↗

原 材 料 価 格 42.4 46.5 31.3 28.6 19.0 ↘

原 材 料 在 庫 4.3 9.4 ▲ 3.1 4.8 3.2 ↗

資 金 繰 り 2.1 ▲ 16.9 ▲ 16.4 ▲ 19.1 ▲ 17.9 ↘

人 手 ▲ 38.7 ▲ 30.3 ▲ 25.4 ▲ 19.7 ▲ 25.0 ↗

【製造業　主要ＤＩ】

方向
（前回比）

前回 今回 次回

2018年 2019年 見通し

12月 3月 6月 9月 12月

業 況 判 断 10.0 ▲ 16.0 ▲ 31.8 ▲ 37.5 ▲ 37.5 ↘

売 上 額 30.0 ▲ 28.0 9.1 ▲ 29.2 0.0 ↘

収 益 33.3 ▲ 32.0 4.5 ▲ 33.3 0.0 ↘

販 売 価 格 16.7 0.0 9.1 0.0 ▲ 8.3 ↘

仕 入 価 格 46.7 24.0 40.9 25.0 4.3 ↘

在 庫 3.3 4.0 13.6 29.2 25.0 ↗

資 金 繰 り ▲ 3.3 ▲ 12.0 ▲ 13.6 ▲ 29.2 ▲ 37.5 ↘

人 手 ▲ 36.7 ▲ 44.0 ▲ 40.9 ▲ 16.7 ▲ 20.8 ↗

【卸売業　主要ＤＩ】

方向
（前回比）

前回 今回 次回

2018年 2019年 見通し

12月 3月 6月 9月 12月

業 況 判 断 ▲ 15.1 ▲ 33.9 ▲ 41.9 ▲ 27.7 ▲ 29.8 ↗

売 上 額 ▲ 9.5 ▲ 39.0 ▲ 16.3 ▲ 12.8 ▲ 19.1 ↗

収 益 ▲ 6.8 ▲ 37.3 ▲ 11.6 ▲ 17.0 ▲ 23.4 ↘

販 売 価 格 16.2 ▲ 8.5 23.3 10.9 17.0 ↘

仕 入 価 格 29.7 22.0 30.2 23.4 28.3 ↘

在 庫 5.4 16.9 7.0 17.0 2.2 ↗

資 金 繰 り ▲ 33.8 ▲ 33.9 ▲ 32.6 ▲ 23.4 ▲ 26.1 ↗

人 手 ▲ 17.8 ▲ 29.8 ▲ 11.9 ▲ 10.9 ▲ 6.5 ↗

【小売業　主要ＤＩ】

方向
（前回比）

 
 
      今回調査業況ＤＩは、「▲２７．９」            ～ 前回調査比 １７．１ポイントの低下 ～ 

 

 
      今回調査業況ＤＩは、「▲３７．５」           ～ 前回調査比 ５．７ポイントの低下 ～ 

 

                              

  今回調査業況ＤＩは、「▲２７．７」           ～ 前回調査比 １４．２ポイントの上昇～ 

 

 
 

業種別の特徴（業況ＤＩ） 

製造業 

卸売業

小売業



前回 今回 次回

2018年 2019年 見通し

12月 3月 6月 9月 12月

業 況 判 断 ▲ 1.0 ▲ 20.0 ▲ 18.0 ▲ 35.4 ▲ 16.7 ↘

売 上 額 17.5 ▲ 18.9 ▲ 6.0 ▲ 18.8 ▲ 2.1 ↘

収 益 8.2 ▲ 18.9 ▲ 10.0 ▲ 39.6 ▲ 6.4 ↘

料 金 価 格 10.3 ▲ 1.1 14.0 ▲ 2.1 25.0 ↘

材 料 価 格 38.1 25.6 42.0 31.3 52.1 ↘

資 金 繰 り ▲ 8.2 ▲ 13.3 ▲ 2.0 ▲ 20.8 ▲ 6.3 ↘

人 手 ▲ 42.3 ▲ 33.7 ▲ 22.0 ▲ 37.0 ▲ 39.1 ↘

【サービス業　主要ＤＩ】

方向
（前回比）

前回 今回 次回

2018年 2019年 見通し

12月 3月 6月 9月 12月

業 況 判 断 21.6 10.7 9.8 19.2 3.8 ↗

売 上 額 20.6 ▲ 1.2 2.0 5.8 4.0 ↗

収 益 16.7 ▲ 10.7 ▲ 3.9 0.0 ▲ 6.0 ↗

請 負 価 格 10.8 6.0 3.9 9.6 6.1 ↗

材 料 価 格 45.1 52.4 56.9 36.5 40.0 ↘

在 庫 3.0 ▲ 2.4 2.0 ▲ 5.9 ▲ 8.2 ↘

資 金 繰 り 4.9 9.5 2.0 1.9 ▲ 2.0 ↘

人 手 ▲ 55.9 ▲ 40.5 ▲ 23.5 ▲ 39.2 ▲ 49.0 ↘

【建設業　主要ＤＩ】

方向
（前回比）

前回 今回 次回

2018年 2019年 見通し

12月 3月 6月 9月 12月

業 況 判 断 29.7 21.4 17.2 7.4 ▲ 7.4 ↘

売 上 額 29.7 10.7 3.4 7.4 ▲ 7.4 ↗

収 益 29.7 7.1 0.0 0.0 ▲ 14.8 →

販 売 価 格 37.8 21.4 6.9 7.4 0.0 ↗

仕 入 価 格 43.2 35.7 27.6 22.2 7.4 ↘

在 庫 ▲ 40.5 ▲ 28.6 ▲ 20.7 ▲ 19.2 ▲ 26.9 ↗

資 金 繰 り ▲ 2.7 7.1 0.0 0.0 3.7 →

人 手 ▲ 32.4 ▲ 25.0 ▲ 27.6 ▲ 22.2 ▲ 22.2 ↗

方向
（前回比）

【不動産業　主要ＤＩ】

 
                  
        今回調査業況ＤＩは、「▲３５．４」        ～ 前回調査比 １７．４ポイントの低下 ～  

 

 
      今回調査業況ＤＩは、「１９．２」            ～ 前回調査比 ９．４ポイントの上昇 ～ 

 

 
       今回調査業況ＤＩは、「７．４」             ～ 前回調査比 ９．８ポイントの低下 ～ 

 

 
 

サービス業 

不動産業 

建設業 



 
 

問１．今年（２０１９年）１０月からの消費税率引上げ（８％→１０％）について、貴社では、販売価格にどの程度 

反映（転嫁）できると考えていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．今年（２０１９年）１０月からの消費税率引上げ（８％→１０％）は、当面の貴社の売上げに対し、どのような影響を 

与えると見込まれますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別調査 【消費税率引上げの影響と対応について】 



 

 

問３．今年（２０１９年）１０月からの消費税率引上げ（８％→１０％）後の収益を確保するために、貴社ではどのような対 

策を考えていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４．貴社は、今回導入される予定の軽減税率制度について、レジの改修や帳簿、請求書、価格表示変更などの何ら 

かの対応をとっていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問５．消費増税など経済環境が大きく変化しているなかで、貴社では、今春、賃金を引き上げましたか。 

引き上げた場合は、その理由をお答えください。引き上げていない場合は、その理由をお答えください。 

 


